
合
併
し
て
三
○
年
余
を
経
た
Ｊ
Ａ
糸
島

が
二
一
世
紀
（
二
○
○
一
年
）
を
六
年
後

に
迎
え
る
と
い
う
平
成
７
年
（
一
九
九
五

年
）
に
「
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
糸
島
農
業

Ｉ
二
一
世
紀
へ
の
創
造
と
挑
戦
」
と
題

す
る
農
業
振
興
計
画
を
立
案
し
た
。
現
在

そ
の
実
践
過
程
に
入
っ
て
い
る
の
で
あ
る

が
、
な
か
な
か
計
画
ど
お
り
に
は
い
か
な

い
と
い
う
の
が
計
画
の
つ
れ
で
あ
る
。
し

か
し
、
Ｊ
Ａ
糸
島
で
は
多
様
な
担
い
手
、

経
営
形
態
が
併
存
す
る
な
か
で
、
着
実
な

実
践
が
実
を
結
び
つ
つ
あ
る
と
い
う
の
も

注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
報
告
で

は
、
Ｊ
Ａ
糸
島
の
計
画
策
定
プ
ロ
セ
ス
に

か
か
わ
り
、
ま
た
い
ま
、
そ
の
実
践
過
程

を
見
守
っ
て
い
る
立
場
か
ら
、
計
画
の
意

図
し
た
も
の
を
述
べ
、
と
く
に
農
地
保
有

鍵

一
睡
一
《
回
二
一
“
、
．
↑
‐
、
》
、
群
、
噛
、
。
、
・
浮
墨
、
“
、
、
鈩
鄙
“
》
、
唾
ｊ
咄
“
酔
頚

膨
澄
：

Ｉ
‐

、
“
、
鍵
縛
“
ゞ
》
＆
、
、
／
“
．
》
誤
認
“
ゞ
、
“
《
ゞ
》
、
蝿
“
‐
、
ゞ
‐
》
が
‘
勢
》
》
》
》
織
雰
」
↑

合
理
化
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介

す
る
こ
と
と
す
る
。

Ｊ
Ａ
糸
島
農
業
振
興
計
画
は
「
活
力
あ

る
人
づ
く
り
」
「
魅
力
あ
る
豊
か
な
地
域

づ
く
り
」
「
す
ば
ら
し
い
も
の
づ
く
り
」

の
三
づ
く
り
運
動
を
柱
と
し
て
作
成
さ
れ

て
い
る
。
従
来
の
も
の
づ
く
り
に
偏
し
た

計
画
づ
く
り
を
避
け
、
人
づ
く
り
、
地
域

づ
く
り
を
重
視
し
た
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ

る
。
こ
の
う
ち
、
担
い
手
づ
く
り
、
土
地

利
用
計
画
づ
く
り
の
う
え
で
重
要
な
役
割

を
果
た
し
た
の
が
、
農
業
振
興
計
画
策
定

の
前
提
と
し
て
実
施
さ
れ
た
組
合
員
意
向

調
査
で
あ
る
。
計
画
策
定
副
委
員
長
で

あ
っ
た
松
尾
照
和
営
農
部
長
（
当
時
、
現

参
事
）
の
強
力
な
陣
頭
指
揮
に
よ
っ
て
全

Ｊ
Ａ
糸
島

農
業
振
睡
許
画

戸
回
収
を
目
標
に
取
り
組
ま
れ
た
結
果
、

こ
の
種
の
調
査
と
し
て
は
異
例
に
高
い
八

九
・
一
％
（
三
四
三
七
戸
）
の
回
答
を
得
た
。

こ
の
調
査
に
よ
る
と
、
将
来
と
も
農
業

に
力
を
入
れ
る
と
回
答
し
た
農
家
が
六
五

四
戸
あ
っ
た
。
そ
の
平
成
６
年
の
経
営
面

積
は
一
五
一
六
蛇
で
あ
り
、
平
成
皿
年

（
二
○
○
○
年
）
に
経
営
し
た
い
面
積
は
二

三
○
五
肥
で
あ
っ
た
。
差
し
引
き
七
八
九

噸
が
担
い
手
育
成
に
必
要
な
面
積
と
な

る
。
一
方
意
向
調
査
か
ら
判
明
し
た
規
模

縮
小
農
家
は
一
○
五
四
戸
で
そ
の
縮
小
面

積
は
三
一
九
畑
で
あ
る
。
こ
れ
が
担
い
手

農
家
に
集
積
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て

も
七
八
九
肥
と
三
一
九
随
の
差
、
四
七
○

畑
は
新
た
に
掘
り
起
こ
し
が
必
要
な
流
動

化
面
積
と
な
る
。
こ
の
た
め
の
方
策
が
必

要
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
現
在
の
全
体
面
積
は
四
五
三

一
随
で
あ
り
、
平
成
哩
年
に
現
状
維
持
部
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分
も
含
め
て
経
営
さ
れ
る
面
積
は
三
八
一

九
噸
で
あ
る
と
い
う
結
果
が
出
た
。
こ
れ

は
糸
島
農
業
が
守
る
べ
き
最
小
の
面
積
で

あ
る
。
Ｊ
Ａ
は
農
家
の
営
農
意
向
を
ふ
ま

え
て
こ
れ
だ
け
は
守
る
べ
き
農
地
と
し
て

維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
す
る

と
将
来
の
担
い
手
農
家
が
経
営
す
る
面
積

二
三
○
五
畑
と
守
る
べ
き
面
積
三
八
一
九

胆
の
差
、
一
五
一
四
随
は
担
い
手
以
外
の

形
態
で
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

な
る
。
こ
こ
に
集
落
営
農
等
の
組
織
化
農

業
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

農
業
振
興
計
画
の
具
体
的
方
策
で
は
、

集
落
営
農
の
六
つ
の
モ
デ
ル
タ
イ
プ
を
示

す
と
と
も
に
、
す
で
に
具
体
化
が
す
す
ん

で
い
た
農
事
組
合
法
人
「
さ
な
ぼ
り
組

合
」
と
二
丈
町
の
「
深
江
地
区
営
農
組
合

連
絡
協
議
会
」
の
二
事
例
を
あ
げ
た
。
さ

な
ぼ
り
組
合
は
、
全
国
三
番
目
の
特
定
農

業
法
人
指
定
を
受
け
た
九
州
で
は
ほ
と
ん

ど
例
を
み
な
い
土
地
利
用
型
の
集
落
営
農

注
人
で
あ
る
さ
な
ほ
り
組
合
で
は
組
合

で
販
売
す
る
米
を
独
自
ブ
ラ
ン
ド
の
「
さ

計
画
の
具
体
化

な
ほ
り
米
」
と
し
て
販
売
す
る
こ
と
に

な
っ
た
が
、
Ｊ
Ａ
は
集
落
営
農
を
育
成
す

る
と
い
う
方
針
の
も
と
、
カ
ン
ト
リ
ー
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
貯
蔵
ピ
ン
を
「
さ
な
ぼ
り

米
」
専
用
に
利
用
す
る
措
置
を
と
っ
た
。

図深江地区営農組合組織体系図
も
う
一
つ
の
事
例
で
あ
る
Ｊ
Ａ
糸
島
管

深江地区営農組合連絡協議会

|壼謹の連絡調整機械施設等”’可

’

’
坐
施
設
園
芸
営
農
組
合
万
肥

エ
ー
嶢
五
営
農
組
合
忍
、

ｌ
坐
第
四
営
農
組
合
一
狸
陀

一Ｌ
第
三
営
農
組
合
」
郵
陀

一‐
Ｌ
第
一
一
営
農
組
合
一
刎
脂

一

山一計一政
良

晨
改

易
地

一
稚
土
一

町
町

丈
丈

内
α
権
間
県
二
丈
町
課
杠
甜
区
α
堆
台

は
、
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
に
対
処
し

‐
も
↑
っ

「
儲
か
る
農
業
」
を
キ
ャ
ヅ
チ
フ
レ
ー
ズ

ほ
く

に
「
一
圃
区
・
一
農
場
制
」
に
よ
る
営
農

集
団
の
構
想
を
打
ち
出
し
た
こ
と
を
契
機

と
し
て
い
る
。
そ
れ
に
基
づ
い
て
二
丈
町

役
場
は
、
①
圃
場
整
備
事
業
、
②
構
造
改

善
事
業
、
③
営
農
集
団
形
成
の
三
つ
の
事

業
に
取
り
組
ん
だ
。

本
地
区
の
圃
場
整
備
事
業
は
、
一
圃
区

｜ 営
一一｜

｣A糸島"！'｣農
|JA糸島深江支店組

合

｜
峰
、

資料：二丈町役場資料
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を
三
・
五
胆
の
同
一
均
平
な
圃
場
に
整
備

す
る
低
コ
ス
ト
型
大
区
画
圃
塲
整
備
事
業

で
、
一
五
四
畑
の
事
業
面
積
を
五
つ
の
工

区
に
わ
け
、
平
成
３
年
度
か
ら
７
年
度
ま

で
五
か
年
で
完
了
し
た
。
事
業
面
積
の
う

ち
一
四
三
・
七
畑
は
高
生
産
性
農
業
区
と

し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
ブ
ロ
ッ
ク
営
農
組
合
が

設
立
さ
れ
た
。
ま
た
、
四
・
七
肥
を
集
約

農
区
と
し
て
施
設
園
芸
営
農
組
合
が
設
立

さ
れ
た
。

ま
た
、
農
家
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め

に
、
二
一
世
紀
型
モ
デ
ル
整
備
事
業
に
取

り
組
ん
だ
。
町
役
場
は
、
圃
塲
整
備
の
進

行
と
あ
わ
せ
て
深
江
地
区
を
対
象
に
「
農

業
農
村
活
性
化
農
業
構
造
改
善
事
業
」
に

取
り
組
ん
だ
。
こ
の
な
か
で
、
ブ
ロ
ッ
ク

営
農
組
合
の
上
部
組
織
で
あ
る
深
江
地
区

営
農
組
合
連
絡
協
議
会
を
事
業
主
体
と
し

て
、
活
動
の
拠
点
と
な
る
地
域
営
農
セ
ン

タ
ー
建
設
と
農
業
機
械
の
整
備
を
行
っ

た
。

こ
の
事
業
を
実
際
に
実
行
す
る
に
あ

た
っ
て
総
合
的
に
解
決
す
る
べ
き
課
題
は

以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

①
関
係
集
落
が
一
九
集
落
（
農
事
組

合
）
に
も
及
ぶ
た
め
、
そ
の
効
率
的

前
記
の
課
題
を
ク
リ
ア
す
る
た
め
に
、

二
つ
の
仕
掛
け
が
必
要
で
あ
っ
た
。
一
つ

は
農
地
保
有
合
理
化
事
業
で
あ
る
。
二
つ

目
は
営
農
組
合
の
設
立
で
あ
る
。
農
地
の

利
用
集
積
を
図
る
た
め
に
は
、
特
定
の
生

産
者
ま
た
は
営
農
集
団
に
農
地
を
貸
し
付

け
る
か
、
委
託
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
【
そ
の
際
に
農
業
者
年
金
制
度
お
よ
び

農
地
の
納
税
猶
予
制
度
と
の
関
連
が
問
題

と
な
る
。
こ
れ
ら
の
制
度
に
よ
る
特
定
農

地
の
権
利
移
動
が
、
当
時
認
め
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
Ｊ
Ａ
に

三
つ
の
大
き
な
仕
掛
け

な
合
意
形
成
の
方
法
（
地
権
者
は
三

一
三
人
）

②
中
核
的
担
い
手
農
家
へ
の
農
用
地

利
用
集
積
の
方
法

③
経
営
移
譲
年
金
受
給
者
が
支
給
停

止
に
な
ら
な
い
た
め
の
解
決
方
法

④
相
続
税
納
税
猶
予
農
地
の
取
り
扱

い
⑤
生
産
調
整
へ
の
対
応
方
法

⑥
大
型
農
業
機
械
導
入
に
あ
た
っ
て

の
効
率
的
な
利
用
方
法

よ
る
農
地
保
有
合
理
化
事
業
を
利
用
す
る

農
用
地
の
利
用
集
積
が
構
想
さ
れ
た
。
二

丈
町
に
お
い
て
も
農
業
経
営
基
盤
強
化
法

に
よ
る
市
町
村
構
想
を
７
年
３
月
に
作
成

し
、
Ｊ
Ａ
糸
島
を
農
地
保
有
合
理
化
法
人

と
認
定
し
た
。

も
う
一
つ
の
仕
掛
け
は
一
九
の
集
落
別

農
事
組
合
を
解
体
し
、
各
関
係
農
家
は
五

つ
の
ブ
ロ
ヅ
ク
営
農
組
合
に
属
す
る
こ
と

と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
営
農
組
合

を
集
落
単
位
で
は
な
く
、
属
地
的
な
集
団

に
再
編
成
し
よ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。

深
江
地
区
で
８
年
か
ら
行
わ
れ
た
土
地

利
用
調
整
に
お
い
て
は
、
三
一
三
人
の
地

権
者
の
う
ち
、
一
括
利
用
権
設
定
を
行
っ

た
も
の
が
二
八
九
人
、
一
四
○
・
四
二
嘘

あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
二
四
人
、
八
埴
が

対
象
外
と
な
っ
た
（
そ
の
う
ち
四
人
は
農
地

の
生
前
一
括
贈
与
の
納
税
猶
予
対
象
と
な
っ

て
お
り
、
二
○
人
は
農
業
者
年
金
の
経
営
移

讓
年
金
受
給
対
象
で
他
県
か
ら
の
入
作
者
で
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、
ノ
フ
ー
ー
ダ
Ｃ

生
α
↑
坐
払
、
一

一
方
、
Ｊ
Ａ
糸
島
は
二
八
九
人
の
地
権

者
か
ら
一
括
利
用
権
の
設
定
を
受
け
「
そ

れ
を
一
二
七
人
の
耕
作
者
に
再
委
託
し

た
。
再
委
託
し
た
耕
作
者
の
う
ち
、
当
該

深
江
地
区
内
の
耕
作
者
は
六
八
人
、
地
区

外
で
町
内
在
住
者
が
三
八
人
、
町
外
在
住

者
が
二
一
人
で
あ
っ
た
。
入
作
が
相
当
程

度
に
す
す
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

｜
挙
に
一
四
○
畑
余
り
の
土
地
利
用
調

整
を
実
施
し
た
こ
の
事
業
推
進
に
あ
た
つ

表農地保有合理化事業による

利用権再設定状況

I

ｊ
瓜
の
取
り
組
玖
と

役
割

うちlha脚上

増加した者

耕作面積がlOa以上

減少した者

平行移動農家

（現状維持農家） ’
盗料:fl武孝充・岩元泉「JA糸島による農地保有合理化

事業」（｜)96年度卜L州艘業経済学会大会個人報告資料）

（注)IFI覺料はJA糸島資料である。 蕊講蕊

ご
ま
、
凡
又
日
珂
皇
子
友
田
木
、
聖
屋
坐
蚕
姿
ヨ
ヨ
ヘ
ミ
Ｔ
Ｊ

－
１
ｒ
叫
ば
・
ゲ
ｊ
ｑ
Ｉ
０
３
４
Ｉ
少
Ｔ
ｆ
Ｆ
９
″
ロ
’
０
０
斗
一
一
二
Ｆ
ト
ー
Ｄ
■
ｉ
ｆ
一
・
｜
デ
マ
』
Ｆ
・
“

Ａ
糸
島
の
密
接
な
連
携
と
研
究
、
検
討
が

行
わ
れ
た
。
Ｊ
Ａ
糸
島
は
、
農
地
保
有
合

理
化
法
人
の
資
格
取
得
に
際
し
て
営
農
企

画
係
長
を
担
当
者
と
し
て
農
地
保
有
合
理

化
事
業
推
進
に
専
念
さ
せ
た
。

Ｊ
Ａ
が
農
地
保
有
合
理
化
法
人
と
し
て

土
地
利
用
調
整
に
介
在
す
る
た
め
に
営
農

組
合
は
料
金
徴
収
と
各
種
の
支
払
い
の
ズ

レ
で
生
じ
る
運
転
資
金
の
心
配
を
し
な
く

て
も
よ
く
な
っ
た
。
こ
れ
だ
け
大
規
模
の

利
用
権
の
流
動
化
で
は
料
金
の
出
入
り
は

か
な
り
の
金
額
に
な
る
。
Ｊ
Ａ
の
代
金
決

済
機
能
が
作
用
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

ま
た
、
膨
大
な
事
務
量
を
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
処
理
す
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
行
っ

た
。
こ
れ
ま
で
役
場
農
政
課
、
農
業
委
員
会

が
行
っ
て
き
た
業
務
を
Ｊ
Ａ
が
肩
代
わ
り

す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

①
農
地
の
利
用
権
の
調
整
、
②
営
農
組
合

に
よ
る
作
業
受
託
の
配
分
、
③
小
作
料
と

委
託
料
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
賃
金
の
精
算
、

し
か
も
小
作
料
は
、
現
物
、
現
金
、
現
物
十

現
金
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。
④
転
作
の
調

整
意
ど
、
営
篝
肌
合
に
か
か
る
こ
と
ｌ
処

然
的
に
こ
の
業
務
に
関
連
す
る
た
め
、
一

楮
に
処
理
せ
ざ
る
を
え
な
い
ゞ
し
力
も
瑛

在
、
利
用
権
設
定
と
調
整
へ
の
手
数
料
は

取
っ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
農
地
保
有

合
理
化
事
業
は
、
Ｊ
Ａ
の
事
業
と
し
て
は

経
費
の
み
が
か
か
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
の

農
地
が
農
地
と
し
て
守
ら
れ
、
効
率
の
よ

い
農
業
経
営
が
営
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、

Ｊ
Ａ
へ
の
信
頼
感
が
高
ま
る
と
い
う
波
及

的
効
果
を
期
待
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

農
地
保
有
合
理
化
事
業
を
営
農
指
導
事

業
の
一
環
と
考
え
、
Ｊ
Ａ
糸
島
の
農
業
振

興
計
画
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
る

と
す
る
な
ら
ば
、
前
記
の
費
用
は
営
農
指

導
事
業
に
か
か
る
コ
ス
ト
で
あ
り
、
元
来

の
営
農
事
業
コ
ス
ト
と
何
ら
変
わ
り
は
な

い
。
し
か
し
、
こ
れ
を
Ｊ
Ａ
の
経
済
事
業

と
考
え
る
と
コ
ス
ト
は
問
題
と
な
る
。
あ

く
ま
で
も
営
農
指
導
事
業
の
一
環
と
し
て

考
え
、
そ
の
も
た
ら
す
Ｊ
Ａ
へ
の
信
頼
感

と
震
地
ひ
保
全
効
果
を
事
業
効
果
と
す
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。
（
ぃ
わ
も
と
・
い
ず
み
）
④
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